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財  産  の  取  得 

 

 

令和６年５月２８日開催の令和６年第１回(５月)臨時会において、副議長が選出されました。 

みよし広域連合の議員の定数は８名で、構成市町の議会議員より、それぞれ４名が選出されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 令和５年５月２９日開催の令和５年第１回(５月)臨時会で可決された、財産の取得(消防ポンプ車)が令

和５年１２月に納品されました。配置場所はみよし広域連合東消防署で、管内における火災をはじめとす

る各種災害に対して地域防災を担う車両として運用しています。 

複雑多様化する災害対応が求められる状況

において、さらなる消防力の充実を図り、緊急時

における迅速かつ的確な消防活動をもって住民

の安全を守るため、最新の機能を搭載した車両

に更新しました。 

 

◆契約金額 

５４，４５０，０００円(うち消費税４，９５０，０００円) 

◆契約の相手方  

徳島県徳島市津田浜之町５番５号 

株式会社 藤島  代表取締役 藤島 晴三 

 

三好市選出議員 東みよし町選出議員 

みよし広域連合議会 

１番 

徳 川 一 広 

２番（議長） 

木 下 善 之 

３番 

平 田 政 廣 

４番 

三 木 和 弘 

５番 

横 関 道 恵 

７番(副議長) 

安 藤 孝 明 

 

６番 

中 川 祐 司 

 

８番 

三 好 正 治 

 

議  員  紹  介 みよし広域連合議会 
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◆令和 6年第 1回（5月）臨時会に提出された報告・議案等の議決結果は、次のとおりです。 

番号 件     名 結果 

選挙 

１ 
副議長の選挙 決定 

承認 

1 

専決処分の承認を求めることについて 

(みよし広域連合指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防支援等に係る 

介護予防のための効果的な支援の方法に関する条例の全部を改正する条例について) 

承認 

議案 

1０ 

みよし広域連合会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例に 

ついて 
可決 

議案 

１１ 
財産の取得について(衛生車) 可決 

議案 

１２ 
財産の取得について(池田消防署救助工作車Ⅰ型) 可決 

議案 

１３ 
令和 6年度みよし広域連合一般会計補正予算(第 1号)について 可決 

追加議案 

追加

日程 

監査委員の選定について 

 監査委員を議会議員より選出するもの(有識見者は令和 4年に就任、任期４年) 

 有識見者 桑原 浩二(三好市)     議員選出 三好 正治(東みよし町) 

決定 

 

 

 

 

◆令和 6年第 2回（8月）定例会に提出された報告・議案等の議決結果は、次のとおりです。 

番号 件     名 結果 

報告 

１ 
令和 5年度みよし広域連合一般会計繰越明許費繰越計算書について - 

議案 

1４ 
令和 5年度みよし広域連合一般会計歳入歳出決算の認定について 可決 

議案 

1５ 
令和 5年度みよし広域連合介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について 可決 

議案 

１６ 
徳島県市町村総合事務組合規約の変更について 可決 

議案 

１７ 
みよし広域連合公告式条例の一部を改正する条例について 可決 

議案 

１８ 
令和 6年度みよし広域連合一般会計補正予算(第 2号)について 可決 

議案 

１９ 
令和 6年度みよし広域連合介護保険特別会計補正予算（第 1号）について 可決 

 

議  決  結  果 令和 6年 8月 定例会 

議  決  結  果 令和 6年 5月 臨時会 
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徳川一広 
（三好市） 

 

Ｑ 

「
み
よ
し
ご
み
通
信
」
の
発
行
状
況
及

び
ご
み
減
量
化
の
今
後
の
課
題
に
つ
い
て 

Ｑ 

現
時
点
で
把
握
し
て
い
る
広
域
連

合
管
内
と
全
国
の
１
人
１
日
当
た
り
の

ご
み
の
排
出
量
及
び
過
去
数
年
間
の
推

移
は
。 

 

Ａ 

事
業
系
を
含
む
令
和
４
年
度
の
数

値
は
、
管
内
の
１
０
３
９
グ
ラ
ム
に
対

し
、
全
国
値
は
８
８
０
グ
ラ
ム
で
あ
る
。

過
去
数
年
間
の
推
移
は
、
全
国
値
は
毎
年

減
少
し
て
い
る
の
に
対
し
、
管
内
は
増
加

の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
た
が
、
令
和
５
年

度
の
家
庭
系
ご
み
有
料
化
導
入
等
の
効

果
に
よ
り
、
全
国
値
と
同
程
度
ま
で
改
善

し
て
き
た
。
し
か
し
、
ま
だ
ま
だ
満
足
で

き
る
数
値
で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。 

 

Ｑ 

ご
み
の
減
量
化
や
資
源
化
を
普
及

啓
発
す
る
目
的
で
管
内
各
世
帯
に
配
布

し
て
き
た
「
み
よ
し
ご
み
通
信
」(

広
報

誌)

の
こ
れ
ま
で
の
主
な
掲
載
内
容
は
。 

 

Ａ 

清
掃
セ
ン
タ
ー
で
処
理
し
た
ご
み 

量
及
び
処
理
経
費
の
現
状
、
雑
紙
の
分
別

や
ご
み
の
出
し
方
の
注
意
点
、
管
内
の
ご

み
の
排
出
量
や
リ
サ
イ
ク
ル
率
が
全
国

平
均
よ
り
悪
い
状
況
で
あ
る
こ
と
、
事
業

系
ご
み
に
紙
類
等
の
資
源
物
が
多
い
こ

と
な
ど
の
説
明
、
家
庭
系
ご
み
有
料
化
開

始
や
指
定
ご
み
袋
の
価
格
改
定
の
お
知

ら
せ
な
ど
を
主
に
掲
載
し
て
き
た
。 

 

Ｑ 

ご
み
減
量
化
の
今
後
の
課
題
は
。 

 

Ａ 

家
庭
系
ご
み
有
料
化
は
、
ご
み
減
量

化
推
進
の
大
き
な
取
り
組
み
で
あ
っ
た

と
い
え
る
が
、
料
金
負
担
に
慣
れ
て
抑
制

効
果
が
減
少
し
な
い
よ
う
に
継
続
的
な

理
解
を
促
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。
ま
た
、
紙
類
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る

事
業
系
可
燃
ご
み
に
つ
い
て
、
「
事
業
系

一
般
廃
棄
物
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
の
早
期
策

定
、
制
度
化
と
、
ご
み
処
理
手
数
料
の
見

直
し
を
併
用
し
、
事
業
系
ご
み
の
減
量
化

と
資
源
化
を
促
進
し
て
ま
い
り
た
い
。 

 

                    一  般  質  問 令和６年 8月 定例会 

 

Ｑ 

転
院
搬
送
に
お
け
る
救
急
車
の
適
正

利
用
に
つ
い
て 

Ｑ 

近
年
の
全
国
的
な
救
急
搬
送
業
務

の
ひ
っ
迫
に
よ
り
、
傷
病
者
を
一
つ
の
医

療
機
関
か
ら
他
の
医
療
機
関
へ
搬
送
す

る
「
転
院
搬
送
」
に
お
け
る
救
急
車
の
適

正
利
用
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
年
度
別
の

医
療
機
関
の
転
院
搬
送
出
動
件
数
は
。 

 

Ａ 

令
和
３
年
度
が
３
０
３
件
、
令
和
４

年
度
が
２
９
０
件
、
令
和
５
年
度
が
３
１

９
件
で
、
転
院
搬
送
の
出
動
依
頼
が
最
も

多
い
医
療
機
関
は
、
県
立
三
好
病
院
で
あ

る
。 

 

Ｑ 

主
な
搬
送
先
医
療
機
関
は
。 

 

Ａ 

管
内
の
医
療
機
関
か
ら
の
搬
送
は
、

三
次
救
急
の
役
割
を
持
つ
県
立
三
好
病

院
へ
の
搬
送
が
最
も
多
い
。
な
お
、
県
立

三
好
病
院
か
ら
の
主
な
搬
送
先
は
、
県
立

中
央
病
院
や
徳
島
大
学
病
院
で
あ
る
。 

 

Ｑ 

管
内
医
療
機
関
の
患
者
等
搬
送
車 

 

の
保
有
状
況
は
。 

 

Ａ 

県
立
三
好
病
院
と
三
加
茂
田
中
病

院
が
そ
れ
ぞ
れ
１
台
ず
つ
保
有
し
て
い

る
。 

 

Ｑ 

広
域
連
合
管
内
で
は
、
関
係
者
間
で

合
意
の
上
、
救
急
業
務
と
し
て
転
院
搬
送

の
ル
ー
ル
が
策
定
さ
れ
て
い
る
か
。 

 

Ａ 

管
内
独
自
の
ル
ー
ル
は
策
定
し
て

い
な
い
が
、
徳
島
県
医
師
会
救
急
災
害
委

員
会
、
徳
島
県
メ
デ
ィ
カ
ル
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
協
議
会
で
消
防
機
関
へ
依
頼
す
る
転

院
搬
送
に
関
す
る
要
件
が
策
定
さ
れ
て

お
り
、
徳
島
県
医
師
会
を
通
じ
て
各
医
療

機
関
に
周
知
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
緊
急

性
が
な
く
、
病
状
が
安
定
し
て
い
る
場
合

な
ど
は
自
院
の
患
者
搬
送
車
、
あ
る
い
は

民
間
会
社
の
搬
送
車
を
用
い
る
よ
う
、
協

議
会
等
か
ら
各
医
療
機
関
に
依
頼
さ
れ

て
い
る
。 

 

三好正治 
（東みよし町） 
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                    一  般  質  問 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

三木和弘 
（三好市） 

 

Ｑ 

数
年
間
の
多
す
ぎ
る
不
祥
事
に
対
す

る
対
応
に
つ
い
て 

Ｑ 

数
年
の
間
に
数
件
の
不
祥
事
が
報

告
さ
れ
、
マ
ス
コ
ミ
で
も
報
道
さ
れ
て
い

る
が
各
部
署
は
も
と
よ
り
連
合
長
は
ど

の
よ
う
に
受
け
止
め
、
対
策
し
て
い
る
の

か
。 

 

Ａ 

平
成
30
年
以
降
で
、
報
道
さ
れ
た

み
よ
し
広
域
連
合
の
不
祥
事
件
数
は
12

件
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
職
員
の
処
分
は
、

懲
戒
処
分
に
当
た
る
免
職
処
分
が
２
件
、

停
職
処
分
が
１
件
、
減
給
処
分
が
１
件
、

戒
告
が
４
件
で
あ
る
。 

 

特
に
平
成
30
年
に
発
覚
し
た
事
務
局

職
員
に
よ
る
公
金
横
領
事
件
並
び
に
同

年
５
月
に
発
生
し
た
消
防
部
局
職
員
の

飲
酒
運
転
ほ
う
助
に
よ
る
死
亡
事
故
は

特
に
重
大
な
不
祥
事
と
受
け
止
め
て
い

る
。 こ

れ
ら
の
不
祥
事
に
対
す
る
再
発
防

止
に
向
け
て
の
取
り
組
み
は
、
公
金
横
領

事
件
に
つ
い
て
は
、
不
正
事
務
処
理
等
再

発
防
止
検
討
委
員
会
を
設
置
し
、
事
件
の 

検
証
と
再
発
防
止
策
な
ど
を
報
告
書
に

取
り
ま
と
め
、
公
金
取
り
扱
い
マ
ニ
ュ
ア

ル
を
整
備
し
、
こ
れ
ま
で
以
上
の
チ
ェ
ッ

ク
体
制
で
事
務
遂
行
に
努
め
て
い
る
。 

 

ま
た
、
飲
酒
運
転
ほ
う
助
に
よ
る
死
亡

事
故
に
つ
い
て
は
、
消
防
部
局
の
管
理
職

に
よ
る
会
議
を
開
催
し
、
注
意
喚
起
と
再

発
防
止
策
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、
全
署

員
を
対
象
に
綱
紀
粛
清
に
努
め
る
よ
う

通
知
文
を
発
出
し
た
。
現
在
は
、
飲
酒
運

転
及
び
交
通
事
故
等
の
再
発
防
止
に
向

け
て
、
当
直
開
始
時
に
ア
ル
コ
ー
ル
チ
ェ

ッ
カ
ー
で
の
チ
ェ
ッ
ク
や
交
通
安
全
及

び
公
用
車
の
管
理
の
徹
底
を
日
々
行
っ

て
い
る
。 

 

こ
こ
数
年
職
員
の
不
祥
事
が
続
い
て

い
る
こ
と
に
対
し
て
は
、
広
域
連
合
長
と

し
て
誠
に
遺
憾
に
思
っ
て
い
る
。
今
後

は
、
住
民
の
信
用
失
墜
行
為
が
繰
り
返
さ

れ
な
い
よ
う
に
真
摯
に
受
け
止
め
、
再
発

防
止
に
向
け
職
員
一
丸
と
な
っ
て
取
り

組
ん
で
い
く
。 

 
 

Ｑ 

職
場
に
お
け
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
と
職

員
研
修
に
つ
い
て 

Ｑ 

み
よ
し
広
域
連
合
の
職
場
に
お
け

る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
事
案
は
な
い
の
か
。 

 

Ａ 

直
近
10
年
間
で
は
、
平
成
30
年
に

消
防
部
局
に
お
い
て
１
件
の
申
し
出
が

あ
っ
た
。 

 

Ｑ 

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
事
案
が
発
生
し
た

場
合
の
対
応
は
。
ま
た
、
対
策
は
行
っ
て

い
る
の
か
。 

 

Ａ 

事
案
が
発
生
し
た
場
合
は
、
「
み
よ

し
広
域
連
合
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
に

関
す
る
規
程
」
に
基
づ
く
対
応
を
行
っ
て

い
る
。
対
策
と
し
て
は
、
県
が
実
施
す
る

研
修
会
等
へ
の
積
極
的
な
参
加
の
呼
び

か
け
や
、
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
や
悩
み
事

相
談
な
ど
の
機
会
の
確
保
、
今
年
度
か
ら

は
人
事
評
価
制
度
の
導
入
を
し
て
、
職
員

が
そ
の
能
力
を
十
分
発
揮
で
き
る
良
好

な
職
場
環
境
を
確
保
で
き
る
よ
う
に
取

り
組
ん
で
い
る
。 

  

Ｑ 

み
よ
し
広
域
連
合
職
員
定
数
と
現

在
の
実
数
は
。 

 

Ａ 

事
務
部
局
職
員
は
定
数
43
名
に
対

し
実
数
38
名
、
消
防
部
局
職
員
は
定
数

86
名
に
対
し
実
数
83
名
で
あ
る
。
ま
た
、

議
会
、
選
挙
管
理
委
員
会
、
監
査
委
員
、

の
各
事
務
部
局
職
員
は
定
数
ど
お
り
併

任
１
名
で
あ
る
。 

 

Ｑ 

職
員
研
修
中
の
対
応
は
。 

 

Ａ 

事
務
部
局
は
、
長
期
的
な
研
修
が
な

い
た
め
特
別
な
対
応
策
は
設
け
て
い
な

い
。
消
防
部
局
に
お
い
て
は
、
救
急
救
命

士
養
成
・
専
科
教
育
・
資
格
取
得
等
、
専

門
的
知
識
の
習
得
が
必
要
で
あ
り
、
長
期

に
わ
た
る
研
修
を
計
画
的
に
実
施
し
て

い
る
。
長
期
的
な
研
修
の
対
応
と
し
て

は
、
各
署
に
お
け
る
必
要
人
員
確
保
の
た

め
、
非
番
・
公
休
の
者
を
当
務
に
充
て
る

補
充
勤
務
で
対
応
し
て
い
る
。 

平田政廣 
(三好市) 

令和６年 8月 定例会 
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〔発行〕みよし広域連合議会 〒778-0002 徳島県三好市池田町マチ 2429-1 TEL:(0883)72-5121 FAX:(0883)72-0695 

 

) 

②
清
掃
セ
ン
タ
ー
で
は
、
令
和
８
年
度

よ
り
可
燃
ご
み
処
理
を
民
間
委
託
す
る

こ
と
と
し
て
お
り
、
可
燃
ご
み
を
処
理
す

る
焼
却
施
設
を
民
間
委
託
開
始
後
解
体

し
、
跡
地
に
新
粗
大
ご
み
処
理
施
設
を
整

備
す
る
予
定
と
し
て
い
ま
す
。 

そ
の
こ
と
か
ら
焼
却
施
設
解
体
時
に

お
い
て
も
必
要
と
な
る
現
粗
大
ご
み
処

理
施
設
の
電
源
供
給
設
備
及
び
排
水
処

理
施
設
の
対
策
に
つ
い
て
今
後
検
討
し

て
い
く
に
あ
た
り
、
現
在
の
電
源
及
び
排

水
処
理
の
状
況
に
つ
い
て
説
明
を
受
け

ま
し
た
。
ま
た
、
同
時
に
整
備
を
行
う
不

燃
物
資
源
化
施
設
の
状
況
に
つ
い
て
も

視
察
を
行
い
ま
し
た
。 

   

開
始
か
ら
９
年
経
過
し
て
お
り
、
機
器
装

置
の
老
朽
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。 

通
信
指
令
シ
ス
テ
ム
か
ら
緊
急
車
両

搭
載
の
車
両
端
末
装
置
へ
の
デ
ー
タ
通

信
回
線
を
Ｆ
Ｏ
Ｍ
Ａ
３
Ｇ
か
ら
Xi(

ク

ロ
ッ
シ
ィ)

に
変
更
し
な
け
れ
ば
デ
ー
タ

送
受
信
が
不
可
能
と
な
る
こ
と
か
ら
、
更

新
の
必
要
が
あ
り
ま
す
。
更
新
に
つ
い
て

は
、
可
能
な
限
り
既
存
の
設
備
・
施
設
を

流
用
す
る
予
定
で
あ
り
、
有
利
な
財
源
を

確
保
し
更
新
す
る
予
定
で
す
。 

                    議 会 活 動 報 告 みよし広域連合議会 

み
よ
し
広
域
連
合
管
内
行
政
視
察
に
つ
い
て 

み
よ
し
広
域
連
合
議
会
で
は
、
令
和
６

年
６
月
24
日
に
広
域
連
合
議
会
議
員
と

職
員
が
参
加
し
、
消
防
本
部
、
清
掃
セ
ン

タ
ー
、
最
終
処
分
場
・
浸
出
液
処
理
施
設

の
管
内
行
政
視
察
を
行
い
ま
し
た
。
視
察

内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

①
消
防
本
部
で
は
、
消
防
指
令
セ
ン
タ

ー
及
び
消
防
救
急
デ
ジ
タ
ル
無
線
の
今

後
必
要
と
な
る
部
分
更
新
に
つ
い
て
説

明
を
受
け
ま
し
た
。
現
在
使
用
し
て
い
る

指
令
装
置
・
デ
ジ
タ
ル
無
線
設
備
が
使
用 

③
焼
却
灰
等
を
埋
立
処
分
す
る
最
終

処
分
場
で
は
、
現
在
、
最
終
処
分
場
の
保

有
水
を
集
め
る
集
水
パ
イ
プ
の
現
状
（
ス

ケ
ー
ル
が
付
着
し
井
戸
へ
の
排
水
機
能

が
低
下
）
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
る
と
と

も
に
、
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
に
併
設
す
る

水
処
理
施
設
で
あ
る
浸
出
液
処
理
施
設

の
現
状
及
び
今
後
必
要
と
な
る
修
繕
計

画
等
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。 

 

▲消防指令センター(指令室) 

▲不燃物資源化施設(清掃センター) 

▲浸出液処理施設及び最終処分場 


